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一般会計は、２年連続で歳入 · 歳出とも減少
令和４年度一般・特別・企業会計の決算を認定

　
９
月
定
例
会
は
、
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

た
。

　
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
２
件
、
決
算
の
認
定
10
件
、
補
正

予
算
８
件
、
そ
の
他
６
件
。
26
件
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
認
定
し
た
。

　
請
願
４
件
す
べ
て
採
択
、
陳
情
１
件
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

一般会計歳入の推移
自主財源（町税・寄付金・その他）の
比率は高まっている。

特別会計決算　令和４年度
収入と支出の大きさを表す。金額の差が非常に大きいので、２グ
ループのグラフで示す。上側の棒が歳入を、下側の棒が歳出を表
す。赤字の事業は無い。

一般会計歳出の推移
義務的経費（人件費・扶助費・公債費）
は微減、補助金は増えたが、普通建設事
業費は減った。

企業会計決算　令和４年度
収入の総額に占める一般会計からの補
助金の比率を表す。比率で言えば下水
道の補助金が非常に多い。

100億円

義
務
的
経
費

80億円

60億円

40億円

20億円

0
令和3年

86億373万円
令和4年

85億512万円

人件費
扶助費
公債費
補助金
等
普通建設
事業費
その他

100億円

町税

自
主
財
源

依
存
財
源

80億円

60億円

40億円

20億円

0 令和3年
94億2621万円

令和4年
91億71万円

寄付金
その他
地方
交付税
国・県
支出金
町債
その他

住宅地造成事業

訪問看護ステーション

からまつの丘地区
汚水処理場管理費

6462万円
5707万円

1813万円
1713万円

313万円
126万円

1億6647万円
1億6421万円

12億9356万円
12億6135万円

13億8103万円
13億2849万円

歳入決算額
歳出決算額

歳入決算額
歳出決算額

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

1億円8000万円4000万円2000万円0万円

15億円10億円5億円0万円

補助金等
自己分

病
院
事
業

25
億
４
２
６
０
万
円

水
道
事
業

３
億
１
６
１
６
万
円

下
水
道
事
業

８
億
４
１
３
３
万
円

30億円

25億円

20億円

15億円

10億円

5億円

0円

20億
4300万円

4700万円

4億
5400万円

2億
6900万円

3億
8800万円

5億円
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グラフ1
総収入の内訳

グラフ2
医業外収益と

他会計負担金の内訳

グラフ3
町負担分の内訳

グラフ4
町からの繰出金の
原資（財源）内訳

0
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20億円

25億円

30億円

町
負
担
分

基
準
内

基
準
外

基
準
内

町
負
担
分

そ
の
他
医
業
外
収
益

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策

収
益
的
収
入

医業
収益

医業外
収益

企業債

他会計
負担金

介護収益

0

1億円

2億円

3億円

4億円

5億円

6億円

7億円

8億円

他会計
負担金

県補助金

長期
前受金
戻入

企業債
元金

緊急医療

町持ち出し分

コロナ臨時
交付金

普通交付税

特別交付税

新型コロナウイルス
感染症による減収対策

新型コロナウイルス
対策

新型コロナウイルス
対策

電気料高騰に伴う補填

企業債元金

保健衛生事務
企業債利息
研究研修
共済追加費用

基礎年金拠出金
児童手当

医師派遣

0

1億円

2億円

3億円

4億円

5億円

0

1億円

2億円

3億円

4億円

5億円

資
本
的
収
入

令和４年度病院会計補助金内訳
　一般的に公立病院は、黒字にするのは難しいと言われており、赤字部分を一般会計か
ら繰り出して収支を合わしている。医療診療の値段を需要と供給に合わせて自由に決め
ることもできないが、重要なのは、この赤字幅をどれくらいに抑えるかである。例年で
は４億円程度である。町長の説明では、このうち、実質町の負担は１億円程度とのこと
である。そこで、令和４年度の決算について内訳を分析した。

　グラフ１は、病院の収益的収入と資本的収入の内訳を表している。総額
約25億円となっている。町の一般会計が約91億円であることを考えると意
外と大きい。収入のうち、本業の収入以外のものが、「収益的収入の医業
外収益」と「資本的収入の他会計負担金」である。

　グラフ２は、医業外収益と他会計負担金の内訳を示している。合計で７
億8000万円である。町が一般会計から出しているのは、このうちの５億円
だけということである。残りの２億8000万円は、主に県の補助金や長期前
受金戻入が占めている。

　グラフ３は、町が一般会計で負担している５億円の内訳である。ここで
注意して欲しいのは、基準外と基準内である。公営企業への補助金は、国
が示した基準に沿ったものを「基準内」といい、これについては、地方交
付税等において考慮される。グラフに記されている「基準外」の項目の合
計は、１億3400万円となっており、補助金の約３分の１を占める。

　グラフ４は、グラフ３で示した５億円の補助金の原資（財
源）の内訳である。普通・特別交付税に病院分として算
定されているのが約２億6000万円、また、コロナ臨時
交付金約２億8000万円から3200万円が充てがわれてい
る。残りの約２億1000万円が、町が実質負担していると
言われている金額となる。町民一人当たり、例年の２倍
となる約２万円となる。例年と比べて多いのは、コロナ
禍による減収と物価高騰が原因と言われている。

□
□
□
□
□

（3）長野県　飯綱町議会だより
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会
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２　

�

自
然
と
調
和
し
た
安
全
で
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
生
活
づ
く

り

　
･�

ア
イ
バ
ス
の
運
行
を
土
日
、
祝
日
の
買
い
物
、
通
院
等
に

利
用
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

３　

�

地
域
の
資
源
と
特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

　
･�

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
援
農
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
っ
人
ク
ラ
ブ
と
飯
綱
町
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
機
能
統
合
な
ど
援
農
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　
･�

町
有
林
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
キ
ノ
コ
収
穫
体
験
な
ど
都

市
と
の
交
流
促
進
や
産
業
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
。

４　
健
や
か
で
心
の
か
よ
う
生
き
が
い
づ
く
り

　
･�

特
定
検
診
受
診
率
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が
町
の
目
標

値
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
生
活
習
慣
病

予
防
と
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

　
･�

地
域
医
療
を
支
え
る
飯
綱
病
院
に
お
い
て
は
、
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
を
確
保
し
、
更
な
る
医
療
体
制
の
構
築
に

努
め
る
こ
と
。

５　

�

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
な
感
性
で
未
来
を
担
う
人
づ

く
り

　
･�

子
ど
も
基
本
法
に
基
づ
き
、
町
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の

条
例
を
制
定
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
町
の
基
本
姿
勢
を
示

し
た
上
で
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
拡
大
を
図
る
こ
と
。

６　
未
来
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
･�

町
は
、
行
政
の
審
議
会
、
委
員
会
等
へ
の
女
性
登
用
率
の

目
標
を
30
％
と
し
て
い
る
早
期
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
。

―
―
―
一
部
抜
粋
―
―
―

テ
ー
マ

１　

�

誰
も
が
想
い
描
く
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
を
め
ざ
し
た
環
境

づ
く
り　

　
･�

山
林
を
開
発
し
、
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
申
請
が
出
さ

れ
た
場
合
、
飯
綱
町
自
然
環
境
保
全
条
例
を
遵
守
し
、
特

に
土
砂
崩
れ
防
止
の
観
点
か
ら
的
確
な
指
示
を
設
置
申
請

者
等
に
行
う
こ
と
。

　
･�

太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
に
関
す
る
条
例
を
早
期
に
制
定

す
る
こ
と
。

町民が住みよく暮らしやすい町へ
令和６年度予算・政策要望書を提出

議会報モニターからの意見や要望も含め、各常任委員会で検討後、全員協議会で確認
し令和6年度に対する予算・政策要望書（重要事項6項目、６テーマ、69項目）を町長に
提出した。

▲�10月4日町長に提出
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令
和
４
年
度 一 

般
会
計・特
別
会
計・企
業
会
計

決
算
審
査
意
見
書（
抜
粋
）

�

代
表
監
査
委
員
　
山
浦 

修

歳
入
は
予
算
額
91
億
７
９
０
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
91
億
円
と
な
り
、
予
算

比
７
５
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
減
少
は
、
国
庫
支
出
金
の
７
０
０
０

万
円
、
地
方
交
付
税
の
２
０
０
０
万
円
、
県
支
出
金
の
１
７
０
０
万
円
、
町
債
の
５

７
０
０
万
円
で
し
た
。
逆
に
町
税
は
予
算
額
に
対
し
1
億
７
０
０
万
円
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
町
税
は
前
年
度
決
算
と
比
べ
て
も
３
４
０
０
万
円
増
加
し
て
お
り
、
町
税
の
内
、

特
に
固
定
資
産
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

免
等
が
終
了
し
た
影
響
に
よ
り
３
２
０
０
万
円
の
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
は
６
億
７
１
０
０
万
円
あ
り
、
前
年
比
１
億
８
７
０
０
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
決
算
額
は
85
億
５
０
０
万
円
で
予
算
額
に
対
し
６
億
７
４
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
度
繰
越
額
が
１
億
５
９
０
０
万
円
、
不
要
額
が
５
億
１
５
０

０
万
円
と
な
って
い
ま
す
。

歳
入
歳
出
差
引
額
５
億
９
６
０
０
万
円
の
黒
字
（
翌
年
度
繰
越
額
５
１
０
０
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
５
億
４
４
０
０
万
円
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
財
政
基
盤

の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
ま
す
。

地
方
債
は
、
新
規
に
記
載
さ
れ
た
主
な
も
の
は
臨
時
財
政
対
策
債
５
２
０
０
万
円

等
で
す
。
元
金
10
億
６
８
０
０
万
円
償
還
し
て
お
り
、
起
債
に
よ
る
財
源
の
確
保
は

妥
当
と
言
え
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
への
繰
出
金
お
よ
び
事
務
組
合
等
への
負
担
額
は
、
全
体
と

し
て
３
０
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
病
院
事
業
へ
の
増
加
額
が
７
０
０
０
万

円
と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
水
道
事
業
は
２
４
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
病
院
事
業
へ
の
補
助
金
は
４
億
９
９
０
０
万
円
、
下
水
道
事
業
へ
の
補
助
金
は
４

億
４
６
０
０
万
円
で
あ
り
、
合
計
で
９
億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
般
会
計
の
11
・
11
％
に
相
当
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
急
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

令和５年度　9月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

飯綱町犯罪被害者等支援条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度飯綱町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
令和４年度飯綱町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町住宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町病院事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
令和５年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度飯綱町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
固定資産評価審査委員会委員の選任について（3名） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
損害賠償の額の決定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願

国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付奨学金制度の確立を求
める請願 採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● 採択

地域高校の存続と30人規模学級を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の
堅持・拡充」を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻す
こと」を長野県知事に求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書 継続審査 －
※採択した請願は発議により関係機関へ意見書を上げました。

�
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監
査

表
決
結
果



　

  　

大
学
連
携
事
業
で
、

令
和
元
年
か
ら
３
年
計
画
で

行
わ
れ
た
３
５
０
万
円
の
事

業
内
容
は
。

質
問

回
答　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
活
用
方
法
・
玩
具
の
選
定

の
指
導
。
ま
た
子
育
て
講
座
の

開
催
や
、
小
・
中
連
携
研
修
会

を
行
う
。
引
き
続
き
取
り
組
む
。

衛
生
費

可
燃
ご
み
処
理
委
託
料
は

　

  　
収
集
費
と
長
野
広
域

連
合
費
か
。
ご
み
袋
代
の
手

数
料
は
。

質
問

回
答　
見
込
み
の
と
お
り
。
処

理
手
数
料
は
清
掃
費
実
費
徴
収

金
と
し
て
８
０
７
万
９
４
２
０

円
。農

林
水
産
費

り
ん
ご
レ
ザ
ー
は

　

  　
取
組
状
況
は
。

質
問

回
答　

県
の
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
や
合
成
皮
革
製
造
会
社
と

連
携
。
残
渣
の
粉
末
を
原
材
料

に
合
成
皮
革
の
試
作
品
が
完
成
。

価
格
等
を
設
定
し
、
商
流
に
乗

せ
る
よ
う
に
進
め
る
。

に
充
分
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
で
あ
る
。

民
生
費

運
動
機
能
向
上
訓
練

　

  　
事
業
の
委
託
先
と
委

託
料
の
根
拠
は
。
Ｗ
E
Ｓ
Ｔ

の
利
用
者
は
。

質
問

回
答　

委
託
先
は
社
会
福
祉

協
議
会
。
委
託
料
は
人
件
費
、

消
耗
品
費
・
通
信
費
等
。
利
用

者
は
２
１
９
４
人
。

担
当
変
更
は

　

  　
自
立
支
援
医
療
や
精

神
保
健
福
祉
手
帳
の
担
当
が

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
福

祉
係
に
変
わ
っ
た
理
由
は
。

質
問

回
答　
重
層
的
支
援
の
た
め

精
神
障
が
い
者
手
帳
、
自
立
支

援
医
療
、
福
祉
医
療
に
関
す
る

業
務
を
福
祉
係
で
一
本
化
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

費
用
対
効
果
は

　

  　
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム

は
紙
処
理
と
比
較
し
て
安
い

の
か
。

質
問

回
答　

単
純
に
比
較
す
る
と

シ
ス
テ
ム
導
入
は
明
ら
か
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
が
、
同
時
に
一

斉
に
決
裁
文
書
を
確
認
で
き
る
。

コ
ス
ト
だ
け
で
は
測
れ
な
い
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事

　
  　

野
村
上
移
住
体
験
住

宅
の
工
事
内
容
詳
細
は
。

質
問

回
答　

洋
間
と
台
所
の
壁
を

な
く
し
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
改
修
。
工
事

費
約
６
９
９
万
円
。

　

  　
費
用
対
効
果
・
使
い

や
す
さ
を
ど
う
見
込
ん
で
い

る
か
。

質
問

回
答　

新
た
な
形
と
し
て
農

機
具
の
展
示
な
ど
昔
の
農
家
の

暮
ら
し
体
験
が
で
き
、
体
験
者

補
助
金
見
直
し
は

　

  　
区
・
組
活
動
費
補
助

事
業
で
人
口
減
に
よ
る
補
助

額
が
減
少
し
て
い
る
地
区
が

あ
る
が
。

質
問

回
答　

現
状
は
、
均
等
割
り

と
戸
数
割
で
算
出
。
こ
れ
ま
で

見
直
し
し
て
い
な
い
が
検
討
す

る
。

投
票
率
を
上
げ
る
改
革
を

　

  　
50
％
を
割
る
状
況
を

改
善
す
る
検
討
を
。
ま
た
、
経

費
削
減
の
た
め
だ
け
に
投
票

所
の
再
編
は
如
何
な
も
の
か
。

質
問

回
答　

有
権
者
が
投
票
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
。
有
権
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

総
務
費

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
的
は

　

  　
ふ
る
さ
と
に
貢
献
や

応
援
を
目
的
と
し
た
も
の
だ

が
、
納
税
者
は
高
額
返
礼
品

を
目
当
て
に
人
気
の
自
治
体

に
集
中
し
て
い
る
が
。

質
問

回
答　

現
実
的
に
は
返
礼
品

に
魅
力
が
あ
っ
て
寄
附
す
る
人

も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町
で

は
目
的
通
り
使
用
し
、
分
類
で

金
額
ま
で
列
挙
し
て
い
る
。
自

主
財
源
の
確
保
に
繋
げ
る
。

　

  　
国
の
経
費
は
46
・
４

％
、
町
は
49
・
８
％
。
返
礼

品
に
半
分
近
い
経
費
が
掛
か

る
が
、
更
に
問
題
が
出
て
く

る
の
で
は
。

質
問

回
答　

国
が
、
絶
対
に
５
割

を
超
え
て
は
駄
目
と
な
る
と
、

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
さ
げ
る
こ

と
を
交
渉
し
て
い
る
。
税
制
自

体
を
見
直
し
て
欲
し
い
。

町
の
お
金
は
適
正
か
つ
効
果
的
に
使
わ
れ
た
か

令
和
４
年
度
決
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

第 72 号（6）

決
算
審
査



農
地
中
間
管
理
機
構

　

  　
荒
廃
農
地
対
策
と
し

て
適
切
か
。

質
問

回
答　

中
間
管
理
機
構
が
農

地
を
一
度
借
り
受
け
て
新
た
な

借
り
手
に
貸
す
事
業
。
全
て
を

借
り
受
け
る
こ
と
が
出
来
て
い

な
い
現
状
だ
が
、
今
後
、
地
域

計
画
が
作
成
さ
れ
れ
ば
農
地
ご

と
の
借
り
手
が
決
ま
る
の
で
、

機
構
を
通
し
た
貸
し
借
り
は
活

発
に
な
る
と
考
え
る
。

収
入
保
険
掛
け
金
は

　

  　
補
助
上
限
額
５
万
円

に
つ
い
て
増
額
の
考
え
は
。

質
問

回
答　
来
年
度
収
入
保
険
制

度
が
改
正
さ
れ
る
。
積
み
立
て

方
式
の
部
分
が
保
険
方
式
と
積

み
立
て
方
式
の
ど
ち
ら
か
選
択

が
可
能
。
保
険
方
式
の
場
合
、

掛
け
金
は
高
く
な
る
。
改
正
内

容
を
踏
ま
え
て
対
応
を
検
討
す

る
。集

落
営
農
組
織
設
立
を

　

  　
支
援
の
具
体
的
内
容

は
。質問

回
答　
横
手
区
内
の
耕
作
者

が
減
少
す
る
中
、
区
内
有
志
の

方
で
農
地
を
維
持
し
た
い
と
、

取
組
が
始
ま
っ
た
。
集
落
支
援

員
が
中
心
に
な
り
多
団
体
に
出

向
い
て
設
立
に
向
け
て
必
要
な

準
備
を
学
び
、
有
志
で
勉
強
会

や
検
討
会
を
開
催
す
る
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
。

消
防
費

消
防
団
の
将
来
は

　

  　
定
数
確
保
が
厳
し
い

が
。質問

回
答　

定
数
４
８
５
人
に
対

し
４
４
０
人
。
消
防
委
員
会
等

で
定
数
減
か
、
女
性
団
員
を
増

や
す
な
ど
検
討
し
て
い
く
。
現

有
勢
力
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

  　
機
能
別
消
防
団
と
は
。

質
問

回
答　

団
員
の
平
均
年
齢
が

５
歳
位
上
が
っ
て
い
る
。
経
験

者
に
は
本
当
に
大
き
な
災
害
で
、

現
場
に
出
て
動
い
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力

を
維
持
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

防
災
備
蓄
品
を

　

  　
有
事
の
際
に
建
物
が

つ
ぶ
れ
た
場
合
の
人
工
透
析

で
段
ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
を

備
え
る
考
え
は
。

質
問

回
答　

病
院
で
の
備
蓄
も
必

要
と
考
え
る
。
今
後
病
院
と
の

調
整
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
有
事
の
際
に
優
先
的
に
提

供
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
企
業

等
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
結

ん
で
い
る
。

教
育
費

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　

  　
文
化
財
保
護
費
か
ら

寺
に
補
助
金
交
付
が
あ
る
が
、

宗
教
法
人
に
対
す
る
補
助
は

問
題
な
い
か
。

質
問

回
答　

町
指
定
文
化
財
に
対

し
、
町
文
化
財
保
護
条
例
に
基

づ
き
カ
メ
ラ
設
置
を
実
施
し
た
。

原
因
は

　

  　
発
達
障
が
い
の
人
が

増
え
て
い
る
が
。

質
問

回
答　

愛
着
障
が
い
等
の
後

天
的
な
要
因
が
あ
る
。
ま
た
医

学
の
発
達
に
伴
い
診
断
さ
れ
る

人
が
増
え
た
側
面
も
あ
る
。

早
め
の
更
新
を

　

  　
調
理
場
施
設
管
理
費

の
大
規
模
修
繕
は
機
械
の
故

障
で
給
食
提
供
が
出
来
な
い

最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
た
め
、

計
画
に
こ
だ
わ
ら
ず
早
め
の

更
新
を
。

質
問

回
答　

３
年
前
か
ら
の
実
施

計
画
に
基
づ
き
計
画
的
な
整
備

に
努
め
て
い
る
。
機
械
の
不
具

合
は
優
先
的
に
、
緊
急
性
の
高

い
機
械
は
今
年
度
で
ほ
ぼ
完
成

す
る
。

企
業
会
計

水
道
事
業

　

  　
老
朽
管
の
更
新
計
画

は
。質問

回
答　

計
画
期
間
15
年
。
最

初
の
５
年
間
は
、
三
水
地
区
水

源
を
三
水
浄
水
場
か
ら
日
向
に

移
行
。
次
の
５
年
間
で
牟
礼
地

区
老
朽
管
の
布
設
替
え
。
最
後

５
年
間
で
福
井
団
地
系
管
路
と

第
７
配
水
池
系
管
路
の
二
重
配

管
を
統
合
し
て
一
本
に
す
る
。▲移行予定の三水浄水場

病
院
事
業

　

  　
職
員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
経
営
強
化
プ
ラ

ン
に
、
職
員
育
成
は
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
か
。

質
問

回
答　

職
員
体
制
ま
で
記
載

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
を
担
え
る
職
員
の
育
成
に

努
め
る
。
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補
正
予
算

　
既
定
予
算
に
６
億
７
８
６
０

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額
を
90

億
83
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

 

・
地
方
交
付
税

�

５
億
７
９
６
３
万
円

 

・
国
庫
・
県
支
出
金

�

５
６
９
５
万
円

 

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

�

３
億
円

 

・
繰
入
金

の
。
町
は
80
％
超
を
目
指
し
て

い
る
。

▲�約３割が水漏れ

今
年
も
、
一
般
会
計
か
ら

　
の
繰
入
金
に
依
存
す
る	

�

厳
し
い
経
営
状
況

令
和
４
年
度
飯
綱
町
下
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て	

�

―
認
定

概
要

　
経
常
収
支
率
は
、
１
０
０
％

を
超
え
て
い
る
が
一
般
会
計
か

ら
の
基
準
外
の
繰
入
金
を
受
入

れ
て
１
０
０
％
超
に
な
っ
て
い

る
状
態
。
汚
水
処
理
に
要
す
る

費
用
を
使
用
料
以
外
の
収
入
で

補
っ
て
い
る
状
態
。
※

経
費
回

収
率
を
改
善
す
る
た
め
の
使
用

料
改
定
（
値
上
げ
）
が
必
要
。

 

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

�

４
億
５
４
０
０
万
円

※�

経
費
回
収
率
と
は
、
汚
水
処

円
」
の
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

を
「
７
４
０
０
円
」
に
改
め
る

も
の
。

企
業
会
計
決
算

※
有
収
率
は
72
・
５
％

令
和
４
年
度
飯
綱
町
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

�

―
認
定

概
要

　
経
営
の
健
全
化
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
１
０
５
％
に
な

り
健
全
経
営
の
水
準
と
さ
れ
る

１
０
０
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

料
金
水
準
の
妥
当
性
を
示
す
料

金
回
収
率
は
、
84
・
５
％
で
事

業
に
必
要
な
費
用
を
給
水
収
益

で
賄
え
て
い
な
い
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
で
黒
字
に
し
て
い

る
。

　
管
路
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管

等
の
施
設
更
新
が
急
務
。

 

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

�

４
７
０
０
万
円

※
有
収
率
と
は
、
水
道
管
に
送

っ
た
水
の
量
に
対
す
る
蛇
口
か

ら
出
て
使
わ
れ
た
水
の
量
。
１

０
０
％
に
な
ら
な
い
の
は
、
水

道
管
か
ら
の
水
漏
等
に
よ
る
も

賛
成
討
論

�

原
田 

幸
長

　

同
じ
事
件
で
、
被
害
者
等

の
居
住
地
の
条
例
の
有
無
で
、

見
舞
金
や
生
活
援
助
な
ど
手

厚
い
支
援
が
受
け
ら
れ
る
人

と
、
そ
う
で
な
い
人
が
い
る

現
状
が
あ
る
。
明
日
犯
罪
被

害
者
等
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
地
域
住
民
の
安
心
の
た
め
、

条
例
制
定
に
賛
成
。

�

伊
藤
ま
ゆ
み

　

昨
年
９
月
議
会
で
、
こ
の

制
定
を
求
め
た
。
こ
の
条
例

が
必
要
な
い
社
会
で
あ
る
こ

と
が
良
い
が
、
現
状
は
そ
う

で
は
な
い
。
町
長
が
い
つ
も

口
に
し
て
い
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
必
要
な
条

例
で
あ
る
。

飯
綱
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決

改
正
理
由

　
長
野
県
最
低
賃
金
が
10
月
１

日
か
ら
、
時
給
９
０
８
円
か
ら

９
４
８
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

の
を
受
け
、
日
額
「
７
２
０
０

条
例
制
定
・
改
正

中
野
市
の
事
件
を		

�

受
け
て
、
上
程

飯
綱
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例�

―
可
決

制
定
理
由

　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
等
に

つ
き
、
基
本
理
念
を
定
め
、
町
、

町
民
、
事
業
者
等
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
制
定

す
る
も
の
。

　

  　
中
野
市
の
事
件
を
き

っ
か
け
に
条
例
制
定
を
前
倒

し
に
し
て
い
る
市
町
村
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
飯
綱
町

の
今
回
の
条
例
制
定
も
同
じ

か
。 質

問
回
答　

元
々
、
令
和
５
年
度

中
に
制
定
す
る
予
定
で
動
い
て

い
た
が
、
中
野
市
の
事
件
を
受

け
て
今
回
上
程
し
た
。

　

  　
支
援
金
の
内
容
は
。

質
問

回
答　

遺
族
支
援
金
30
万
円
、

重
傷
病
支
援
金
10
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

上下水道は、施設整備が必要
そのため、財源確保と使用料の見直しを検討

町長「必要経費を全額使用料に求めるのは無理と考える」
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国
民
負
担
率
が
48
％
超
と
の

報
告
も
あ
る
。「
異
次
元
の

少
子
化
対
策
」
の
真
の
実
現

を
求
め
る
た
め
に
、
声
を
上

げ
る
べ
き
だ
。

地
域
高
校
の
存
続
と
30
人
規

模
学
級
を
求
め
る
請
願		


�

―
採
択

請�

願
者　
長
野
高
教
組
北
部
高

等
学
校
分
会			


�

分
会
長　
櫻
井 

啓
也

　
地
域
高
校
の
存
続
と
30
人
規

模
学
級
を
求
め
る
意
見
書
を
県

教
育
委
員
会
へ
提
出
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　

  　
募
集
し
て
も
集
ま
ら

な
い
状
況
が
あ
り
、
地
元
の

中
学
校
か
ら
も
行
っ
て
い
な

い
。
魅
力
あ
る
高
校
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
現

場
の
教
職
員
が
一
番
わ
か
っ

て
い
る
は
ず
で
、
何
か
や
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
人
が
集
ま

ら
な
い
。
提
案
が
欲
し
い
。

意
見

と
と
も
に
、
給
付
奨
学
金
制
度

の
確
立
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

�

青
山 

弘

　

高
校
無
償
化
の
所
得
制
限

を
な
く
す
こ
と
を
平
等
と
は

思
わ
な
い
。
所
得
や
富
を
豊

か
な
者
か
ら
そ
う
で
な
い
者

に
移
転
す
る
こ
と
が
経
済
的

な
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に

は
必
要
で
あ
る
。
９
１
０
万

円
以
上
は
高
所
得
と
思
う
の

で
負
担
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
討
論

�

中
井 

寿
一

　

少
子
化
対
策
に
も
な
り
、

年
金
の
原
資
と
な
る
働
き
世

代
を
増
や
す
た
め
に
も
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
国

力
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
で
低
い
順
位
の
公

的
資
金
の
比
率
を
少
し
で
も

上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�

伊
藤
ま
ゆ
み

　

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
、
国
の
責
務

だ
。
子
育
て
世
代
の
収
入
が

実
質
的
に
減
少
し
て
お
り
、

�

▲
３
億
５
１
１
０
万
円

 

・
繰
越
金

�

１
億
１
７
１
５
万
円

主
な
歳
出

 

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費

�

１
億
９
４
２
４
万
円

 

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

�

１
億
５
７
５
万
円

 

・
病
院
施
設
費

�

５
０
０
０
万
円

 

・
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

�

５
０
０
０
万
円

 

・
予
備
費

�

１
億
３
４
４
６
万
円

請
願
・
陳
情

常
任
委
員
会
で
不
採
択

本
会
議
で
は
賛
否
同
数

議
長
裁
決
に
よ
り
採
択

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て

「
高
校
無
償
化
」
を
復
活
し
、

給
付
奨
学
金
制
度
の
確
立
を

求
め
る
請
願�

―
採
択

請�

願
者　
長
野
高
教
組
北
部
高

等
学
校
分
会			


�

分
会
長　
櫻
井 
啓
也

　

国
は
教
育
予
算
を
増
や
し
、

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」

の
所
得
制
限
を
や
め
、「
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
を
拡
充
す
る

▲�飯綱病院

補
正
予
算

令
和
５
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）		

�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
６
億
７
８
６
０

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額
を
90

億
83
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

 

・
地
方
交
付
税

�

５
億
７
９
６
３
万
円

 

・
国
庫
・
県
支
出
金

�

５
６
９
５
万
円

 

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

�

３
億
円

 

・
繰
入
金

理
に
要
す
る
費
用
を
下
水
道

使
用
料
で
ど
れ
だ
け
賄
え
て

い
る
か
の
指
標

　

�

令
和
４
年
度
81
・
６
％
（
令

和
３
年
度
96
・
５
％
）

医
業
利
益
は
前
年
よ
り
も

　
約
６
０
０
０
万
円
の	

	
�

赤
字
増
加

令
和
４
年
度
飯
綱
町
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て�

―
認
定

概
要

　
診
療
実
績
は
、
外
来
患
者
数

が
７
万
５
２
０
０
人
で
前
年
度

よ
り
２
３
７
３
人
の
減
、
入
院

患
者
数
は
、
前
年
度
よ
り
１
９

７
人
の
減
。
前
年
度
よ
り
さ
ら

に
低
調
に
推
移
し
た
た
め
、
医

業
利
益
は
、
４
億
８
７
０
０
万

円
の
赤
字
。
こ
の
赤
字
を
医
業

外
収
益
（
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
等
）
で
補
填
し
て
黒
字
に

し
て
い
る
。

 

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

�

５
億
円

（9）長野県　飯綱町議会だより
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令
和
５
年
第
２
回
臨
時
会

　
　
　

７
月
19
日
開
催

１　
事
業
名

　

�

令
和
５
年
度　

防
災
対
策

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｉ
Ｐ
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
衛
星
通
信

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
導
入
）
事

業
２　
事
業
内
容

　

�（
１
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
Ｉ

Ｐ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
携
帯

型
）
24
台

　

�（
２
）
衛
星
通
信
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
（
庁
内
・
車
載
型
）

２
台

　

�（
３
）
衛
星
通
信
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
（
携
帯
型
）
３
台

　

�（
４
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応

型
無
線
機
（
庁
内・車
載
型
）

２
台

　

�（
５
）
そ
の
他
周
辺
機
器
等

３　
契
約
方
法

　
指
名
競
争
入
札

４　
契
約
金
額�

９
３
５
万
円

５　
契
約
の
相
手
方

　

�

株
式
会
社　
日
本
電
気
通
信

工
業

　
代
表
取
締
役　
川
浦 

善
夫

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
追
加
議
案
）�

―
可
決

１　
契
約
の
目
的

令
和
５
年
度
飯
綱
町
民
会
館
天

井
改
修
工
事

２　
工
事
場
所

　
飯
綱
町
大
字
牟
礼
１
９
８
９

３　
契
約
の
方
法

　
一
般
競
争
入
札

４　
契
約
金
額

�

７
５
９
０
万
円

５　
契
約
の
相
手
方

　

�

株
式
会
社　
日
本
電
気
通
信

工
業

　
代
表
取
締
役　
川
浦　
善
夫

人
事
案
件�

―
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
　
山
浦 

幹
雄
氏

　
松
木 

洋
二
氏

　
梨
本 

克
裕
氏

人
事
案
件�

―
適
任

人
権
擁
護
委
員

　
森
野 

由
美
子
氏

供
達
の
教
育
環
境
の
整
備
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ

き
だ
。

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
請
願�

―
採
択

請�

願
者　
飯
綱
町
教
職
員
組
合

　

�

執
行
委
員
長　
徳
永 

幹
子

　
へ
き
地
手
当
等
の
支
給
率
に

つ
い
て
、
近
隣
県
と
の
均
衡
を

勘
案
し
、
２
０
０
５
年
以
前
の

水
準
に
戻
す
こ
と
を
求
め
て
い

る
。賛

成
討
論

�

中
井 

寿
一

　

長
野
県
の
へ
き
地
手
当
の

率
は
、
国
の
定
め
る
基
準
の

数
分
の
一
で
あ
る
。
さ
ら
に

へ
き
地
手
当
の
原
資
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
で
あ
り
、
県

が
率
を
減
ら
し
て
も
意
味
が

な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
県
と
同

じ
、
基
準
通
り
の
支
給
率
を

お
願
い
す
る
。

回
答　

20
人
は
急
ぎ
す
ぎ
る

と
の
指
摘
を
い
た
だ
き
、
今
回

は
削
除
し
た
。

反
対
討
論

�

樋
口 

功

　

国
は
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
全
小
学
校
で
35
人
学
級
に

す
る
。
こ
の
効
果
を
み
て
さ

ら
な
る
少
人
数
学
級
が
必
要

か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
請
願
内
容
に
緊

急
性
、
実
現
性
が
な
い
。

�
石
川 

信
雄

　

本
請
願
は
全
国
一
律
の
要

求
で
あ
り
、
私
は
都
市
部
と

山
間
部
、
そ
の
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
政
策
が
真
に
教
員

不
足
の
解
決
に
な
る
と
考
え

る
の
で
、
こ
の
請
願
に
は
反

対
す
る
。

賛
成
討
論

�

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

長
野
県
は
、
県
独
自
の
予

算
で
中
学
３
年
生
ま
で
35
人

規
模
学
級
を
実
現
し
て
い
る
。

義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
が

減
り
、
自
治
体
の
負
担
が
増

え
て
い
る
。
未
来
を
担
う
子

▶�

北
部
高
校
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス（
令
和
４
年
８
月
27
日
撮
影
）

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推

進
と
教
育
予
算
の
増
額
」・

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め

る
請
願
書�

―
採
択

請�

願
者　
飯
綱
町
教
職
員
組
合

　

�

執
行
委
員
長　
徳
永 

幹
子

　
ど
の
子
に
も
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
す
る
た
め
、
請
願
書
の

内
容
を
政
府
及
び
関
係
行
政
機

関
へ
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

  　
昨
年
は
少
人
数
学
級

20
人
と
あ
っ
た
が
、
今
年
は

消
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

質
問

第 72 号（10）
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青
あお

山
やま

 弘
ひろし

  12 ページ
ふるさと振興公社の経営は

風
かざ

間
ま

 行
ゆき

男
お

  15 ページ
１　交通施策は
２　燃料高騰対策は
３　食料自給率アップに向けて

中
なか

井
い

 寿
ひさ

一
かず

  13 ページ
各種イベントの安全確保をどう考えるか

中
なか

島
じま

 和
かず

子
こ

  16 ページ
飯綱町女性活躍推進社会の現況は

原
はら

田
だ

 幸
ゆき

長
なが

  14 ページ
１　奨学金返還支援制度は
２　帯状疱疹ワクチン接種への助成は
３　HPVワクチンの積極的勧奨は

瀧
たき

野
の

 良
よし

枝
え

  17 ページ
１　住民の多様な視点を活用した魅力ある		
町づくりの実現を
２　部活動の地域移行の進捗状況は

一般質問  生活・女性活躍・衛生を質す

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

飯綱町議会は、随時、本会議や常任委員会での傍聴を受け付けています。
一般質問に登壇する議員の質問事項や、気になる案件の議案等がありまし
たら、どうぞ、議場までお出掛けください。また、傍聴した感想をお聞か
せいただけると、大変ありがたいです。

議会傍聴にあたってのお願い
○傍聴席での携帯電話の使用はご遠慮ください。
○�傍聴者は、傍聴受付簿に必要事項を記入してくだ
さい。

○傍聴席での私語や発言は厳に慎んでください。
○その他、「飯綱町議会傍聴規則」を厳守してください。

詳しくは規則をご覧ください。
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般
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営
業
利
益
は
赤
字
だ
が
、

全
体
の
売
上
は
初
め
て

�

３
億
円
を
超
え
た

青
山　
３
期
連
続
の
赤
字
だ
。

本
業
の
営
業
利
益
は
、
今
年
も

１
４
７
０
万
円
超
の
赤
字
で
あ

る
。

町
長　
そ
も
そ
も
設
立
す
る
と

き
に
「
会
社
の
た
め
の
振
興
公

社
じ
ゃ
困
る
」「
農
家
の
た
め
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
作
っ
た
。

　
し
か
し
、
赤
字
体
質
は
、
見

直
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

副
町
長　
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物

価
上
昇
と
い
う
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、

公
社
の
売
上
金
額
は
、
３

億
円
を
超
え
た
。

経
営
健
全
化
計
画
は	

�

未
策
定

青
山　

昨
年
、
町
長
は
、

「
経
営
健
全
化
計
画
を
作

成
し
て
、
経
営
健
全
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

　
計
画
を
策
定
し
た
か
。

副
町
長　
第
三
セ
ク
タ
ー

等
の
経
営
健
全
化
方
針
の

策
定
す
る
必
要
の
あ
る
法

人
に
は
該
当
し
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
経
営
健
全
化
に
向

け
た
取
組
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

「
食
ご
よ
み
日
和
」
の	

運
営
を
公
社
が
担
う	

�

こ
と
は
適
切
か

青
山　
「
食
ご
よ
み
日
和
」
の

営
業
利
益
は
、
６
７
３
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
昨
年
よ
り

赤
字
が
増
え
た
。
昨
年
の
７
月

か
ら
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
変

更
し
た
が
こ
れ
で
改
革
に
な
る

の
か
。

副
町
長　
そ
ば
を
中
心
に
地
元

野
菜
等
を
活
用
し
な
が
ら
営
業

し
て
き
た
。
し
か
し
、
客

数
は
伸
び
ず
赤
字
経
営
か

ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
。

設
立
当
時
の
「
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
思
い
起
こ
し
、
地

元
素
材
の
メ
ニ
ュ
ー
の
具

体
的
な
活
用
方
法
を
考
え

た
り
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

青
山　
日
和
の
損
益
計
算

書
を
見
る
と
、
売
上
総
利

益
が
７
７
８
万
円
な
の
に

対
し
人
件
費
が
１
０
７
４

万
円
と
売
上
の
１
・
38
倍

に
な
っ
て
い
る
。

　
経
費
を
見
直
し
て
も
、
赤
字

が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
事

業
の
運
営
を
考
え
な
け
れ
ば
と

思
う
が
。

町
長　
日
和
を
作
っ
た
の
は
、

お
い
し
い
三
水
米
を
売
り
込
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

と
も
か
く
地
元
の
食
材
に
こ
だ

わ
り
た
い
。
願
わ
く
は
、
本
当

に
嘘
の
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
言
わ
れ
る
日
が
必
ず
来
る

と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
ど

う
工
夫
し
て
耐
え
て
い
く
か
が
、

ま
た
、
他
の
部
門
で
補
っ
て
い

く
か
が
重
要
な
こ
と
だ
と
承
知

し
て
い
る
。

ふるさと振興公社

残念だが 赤字が続く体質である
現場スタッフとしっかり話し合っていきたい

青山 弘議員

町
長

▲�直売所　四季彩

▲�直売所　むーちゃん

▲�日和のお客をどう増やすか
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小
学
生
駅
伝
大
会
の	

�

安
全
確
保

中
井  

今
年
度
か
ら
交
通
安
全

協
会
の
活
動
が
大
幅
に
縮
小
さ

れ
た
。
無
く
な
っ
た
活
動
の
ひ

と
つ
に
交
通
誘
導
が
あ
る
。
町

道
を
使
っ
た
町
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
。
小
学
生
駅
伝
大
会
で
は
、

交
通
安
全
協
会
に
交
通
誘

導
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、

こ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

代
替
策
と
し
て
、
参
加
チ

ー
ム
の
保
護
者
に
依
頼
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
が
、

全
く
の
素
人
に
交
通
誘
導

を
依
頼
す
る
の
は
、
安
全

面
で
問
題
が
あ
る
。
な
ん

と
か
な
ら
な
い
か
。

町
長  

安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
必
要
な
ら
予
算

処
置
を
行
う
。

元
旦
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
の
安
全
確
保

中
井  

同
じ
よ
う
に
町
道

を
使
う
イ
ベ
ン
ト
に
元
旦

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
あ
る
。

毎
年
、
飯
綱
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
同
じ
役
員
が
担
当

し
て
お
り
慣
れ
て
い
る
と

言
え
る
が
、
安
全
面
で
不
安
が

残
る
。
今
後
も
町
内
で
町
道
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
何
ら
か
の
基
準
が
必

要
を
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長  

公
道
で
一
般
の
協
力
者

に
交
通
整
理
を
行
わ
せ
る
の
は
、

資
格
の
問
題
が
あ
る
。
開
催
す

る
部
局
と
相
談
す
る
。

海
洋
ク
ラ
ブ
主
催
の	

イ
ベ
ン
ト
の
安
全
確
保

中
井  

海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
三
水

小
や
牟
礼
小
の
５
年
生
対
象
に

体
験
会
を
開
い
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
県
の
職
員
向
け
の
体
験

会
や
一
般
向
け
の
体
験
会
、
ト

ム
ソ
ー
ヤ
関
連
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

様
々
な
体
験
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
安
全
面
で
の
大
き

な
担
保
と
な
っ

て
い
る
の
が
、

レ
ス
キ
ュ
ー
と

呼
ば
れ
る
エ
ン

ジ
ン
付
き
ゴ
ム

ボ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
レ
ス
キ
ュ

ー
が
老
朽
化
の

た
め
に
使
え
ず
、

安
全
面
の
担
保

が
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
次
長  

車

検
と
同
じ
よ
う

に
船
舶
検
査
と

い
う
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
に
合

格
し
て
い
る
の

で
問
題
無
い
と

考
え
る
。
老
朽
化
は
進
ん
で
い

る
の
は
事
実
な
の
で
、
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

計
画
的
に
更
新
す
る
。

中
井  

車
検
と
同
じ
よ
う
に
合

格
し
た
か
ら
安
全
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
計
画
的
と
言
う
が
、

い
つ
船
を
更
新
す
る
の
か
。

教
育
次
長  

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
補

助
事
業
の
締
め
切
り
は
８
月
な

の
で
、
来
年
申
請
と
な
り
、
再

来
年
の
更
新
と
な
る
。

各種イベントの安全確保を
交通誘導は必ず安全確保する

中井 寿一議員

町
長

▲�元旦ジョギング大会での交通誘導

▲�本来、床は平らでないといけないが、このように空気漏れで使用できない

一
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環
境
を
整
え
支
援
す
る

�

こ
と
は
行
政
の
責
務

原
田  

経
済
が
不
安
定
な
中
、

貸
与
型
奨
学
金
を
受
け
る
中
間

所
得
層
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

奨
学
金
返
還
支
援
の
充
実
が
必

要
だ
。
地
方
創
生
、
経
済
対
策
、

少
子
化
対
策
、
若
者
支
援
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
町
で

も
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
は
。

町
長  
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

教
育
を
受
け
た
い
希
望
者
に
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
あ
げ

る
。
そ
の
支
援
を
し
て
い
く
の

は
行
政
の
責
務
だ
。
そ
の
支
援

が
地
域
の
活
性
化
、
若
者
人
口

の
増
に
つ
な
が
る
政
策
で
あ
る

こ
と
は
深
く
承
知
し
て
い
る
。

担
当
と
も
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

中
で
検
討
す
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン	

�

接
種
に
助
成
を

原
田  

50
歳
か
ら
80
歳
ま
で
に

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
帯
状
疱
疹
。
ス
ト

レ
ス
や
加
齢
に
よ
る
免
疫
力
低

下
で
発
症
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
有
効
だ
が
、
２
回
接
種
で

約
４
万
４
０
０
０
円
か
か
る
。

厚
生
労
働
省
は
定
期
接
種
を
検

討
中
だ
が
、
地
域
住
民
の
帯
状

疱
疹
の
発
症
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、

一
定
の
年
齢
層
を
対
象
に
、
町

で
先
行
し
て
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
へ
の
助
成
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長  
国
の
定
期
接
種
変
更
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。
か
な
り

全
国
的
に
も
支
援
を
し
て
い
く

流
れ
が
あ
る
点
、
ま
た
、
国
の

定
期
接
種
に
な
っ
た
と
す
れ
ば

住
民
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
、
周
知
、

推
進
を
進
め
て
い
く
。
今
後
の

予
防
接
種
の
在
り
方
を
担
当
と

相
談
・
検
討
す
る
。

子
宮
頸
が

ん
撲
滅
を

目
指
し
て

原
田  

Ｈ
Ｐ

Ｖ
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
が
引
き

起
こ
す
子
宮

頸
が
ん
。
令

和
４
年
度
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
積
極

的
勧
奨
が
再

開
さ
れ
、
合

わ
せ
て
積
極

的
勧
奨
差
し
控

え
の
影
響
を
受

け
た
世
代
に
対

し
て
も
、
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
が
開
始
さ
れ

た
。
町
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
対
象
者
は
何

人
か
。

保
健
福
祉
課
長  

平
成
９
年
４
月

２
日
か
ら
平
成

18
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ

た
女
子
３
０
０

人
。

原
田  

厚
生
労
働
省
作
成
の
子

宮
頸
が
ん
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
概
要

版
に
は
、
一
生
の
う
ち
１
万
人

当
た
り
１
３
２
人
が
子
宮
頸
が

ん
に
罹
患
し
、
34
人
が
亡
く
な

る
と
あ
り
、
町
で
も
同
様
な
リ

ス
ク
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
対
象
者
の
不
安
払
し
ょ
く
す

る
啓
発
を
行
い
、
子
宮
頸
が
ん

撲
滅
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

保
健
福
祉
課
長  

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
安
全
性
や
、
が
ん
検
診
受

診
の
重
要
性
も
合
わ
せ
、
積
極

的
な
周
知
・
啓
発
と
情
報
提
供

を
し
て
い
く
。

奨学金返還支援制度は町でも必要
制度を検討したい

原田 幸長議員

町
長

▲政府が進める奨学金返還支援制度は、町でも必要

▲帯状疱疹ワクチン接種
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夜
間
の
公
共
公
通
施
策
は

風
間　
し
な
の
鉄
道
の
利
用
者

は
、
牟
礼
駅
19
時
10
分
以
後
に

到
着
し
た
場
合
は
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
公
共
交
通
手
段
が
な

く
、
独
居
者
、
免
許
返
納
者
の

中
に
は
帰
宅
困
難
者
と
な
る
方

が
い
る
。
対
策
の
考
え
は
。

町
長　
フ
ル
デ
マ
ン
ド
ス
タ
イ

ル
（
予
約
状
況
に
よ
る
運
行
）

を
考
え
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
１

台
分
を
町
が
整
備
し
１
日
１
万

円
の
補
助
で
複
数
台
確
保
し
、

大
き
な
会
社
と
連
携
す
る
の
が

良
い
か
、
今
後
検
討
す
る
。

風
間　
駅
前
の
空
き
店
舗
を
改

装
し
、
一
部
を
帰
宅

困
難
者
用
の
宿
泊
施

設
と
し
、
さ
ら
に
親

の
都
合
で
送
迎
困
難

な
学
生
、
高
齢
者
が

使
え
る
こ
と
で
生
活

支
援
が
可
能
と
な
る

と
共
に
、
し
な
の
鉄

道
利
用
促
進
に
も
な

る
と
思
う
が
。

町
長　
第
２
の
施
策

と
し
て
町
営
ア
パ
ー

ト
な
ど
都
市
計
画
市

街
化
地
域
の
補
助
金

が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

燃
料
高
騰
対
策
に
つ
い
て

風
間　
燃
料
高
騰
は
住
民
生
活

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
福

祉
灯
油
、
農
業
等
今
後
の
対
策

は
。

町
長　
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。
担
当
課
で
試
算
し
て
い

る
。

　
区
、
組
の
集
会
施
設
に
は
２

１
０
万
円
を
補
正
し
た
、
生
活

弱
者
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
を
検

討
す
る
。

産
業
観
光
課
長　
ど
う
い
っ
た

支
援
が
で
き
る
か
県
の
支
援
や

他
自
治
体
の
実
情
を
見
て
検
討

し
た
い
。

食
料
自
給
率
ア
ッ
プ
に

　
向
け
て
町
と
し
て	
	

�

推
進
し
て
は

風
間　
地
産
地
消
だ
け
で
は
な

く
、
飯
綱
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
特
Ａ

を
近
隣
市
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は

と
考
え
る
が
。

町
長　
飯
綱
米
は
大
変
お
い
し

い
。
新
米
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
さ

せ
て
い
る
。

産
業
観
光
課
長　
り
ん
ご
フ
ェ

ア
で
米
の
消
費

拡
大
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
す
る
。

有
機
農
産

物
の
普
及

方
針
は

産
業
観
光
課
長

　
み
ど
り
認
定

者
に
交
付
金
を

出
し
て
い
る
。

風
間　
有
機
農

産
物
栽
培
等
、

子
供
た
ち
に
も

説
明
が
必
要
。

産
業
観
光
課
長

　
町
内
産
の
減

農
薬
農
産
物
を

学
校
給
食
に
利

用
を
進
め
て
い

る
。
生
産
者
や
耕
作
地
増
に
取

り
組
み
た
い
。

教
育
長　
保
育
園
か
ら
体
験
学

習
通
し
て
取
り
組
む
。
小
１
～

中
３
ま
で
学
習
し
て
い
る
。
有

機
農
産
物
は
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
。

風
間　
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
組
は
。

町
長　
有
機
農
産
物
し
て
の
販

売
に
必
要
、
最
終
目
標
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

夜間の公共公通施策は
フルデマンドスタイルを考えている

風間 行男議員

町
長

▲�減農薬有機肥料栽培田

▲�閑散とした駅前
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計
画
は
順
調
か

中
島  

「
日
本
一
女
性
が
住
み

た
く
な
る
町
へ
」
第
２
次
総
合

計
画
作
成
か
ら
、
７
年
目
を
迎

え
た
現
時
点
の
総
括
は
。

町
長  

様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
最
終
的
な
大
き

な
目
標
に
向
か
っ
て
道
半
ば
だ

と
思
う
。

中
島  

女
性
支
援
施
策
の
評
価

と
今
後
は
。

教
育
次
長  

平
成
28
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
ま
で
、
教
育
委
員

会
事
業
の
決
算
は
24
事
業
で
３

億
２
３
０
０
万
円
（
地
方
創
生

推
進
交
付
金
１
億
３
２
０
０
万

円
）。
毎
年
事
業
評
価
と
達
成

度
の
検
証
。
最
新
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
事
業
を
心
が
け
る
。

地
域
と
行
政
の
取
組
を

中
島  

女
性
が
い
き
い
き
と
能

力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
男
性

分
野
に
も
広
が
り
、
地
域
に
も

変
化
が
起
き
る
。
女
性
登
用
へ

施
策
は
。

町
長  

古
い
し
き
た
り
が
、
ま

だ
根
強
く
あ
る
。
女
性
役
員
登

用
は
ま
だ
ほ
ん
の
僅
か
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
、
評
価
を
Ｐ
Ｒ
し
、

積
極
的
に
女
性
登
用
を
進
め
て

い
く
。

中
島  

男
性
中
心
の
地
域
運
営

の
改
善
を
。

町
長  

男
女
が
交
代
し
な
が
ら

の
活
動
に
、
行
政
が
ど
う
関
わ

れ
ば
良
い
か
。
先
進
的
な
事
例

は
大
い
に
進
め
て
い
き
た
い
。

若
者
と
考
え
る	

	
�

平
等
社
会
へ

中
島  

10
代
20
代
の
Ｚ
世
代
の

多
様
性
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
考
え
方
か
ら
気
づ
く
こ
と
が

あ
る
。「
日
本
一
女
性
が
住
み

た
く
な
る
町
」
を
掲
げ
て
い
る

町
と
し

て
、
先

進
的
な

改
革
が

必
要
で

は
。

教
育
長  

学
校
教

育
の
中

で
、
男

女
格
差

は
無
く

な
っ
て

い
る
が
、

社
会
の

中
で
は

ま
だ
隔

た
り
が
あ
る
。
教

育
の
力
で
変
え
て

い
き
た
い
。

計
画
を	

	

実
効
性
の	

あ
る
も
の
に

中
島  

町
独
自
の

法
的
根
拠
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、

条
例
制
定
の
考
え

は
。

町
長  

こ
れ
ま
で
、

大
き
な
議
論
は
し

て
い
な
い
。
た
だ

制
定
し
て

あ
る
だ
け

の
も
の
で

は
意
味
が

な
い
。
男

女
共
同
参

画
が
、
ど

ん
ど
ん
進

ん
で
い
く

よ
う
な
条

例
で
あ
る

な
ら
大
い

に
検
討
し

た
い
。

中
島  

計

画
の
目
標

達
成
へ
到
達
点
と
、
今
任
期
中

の
政
治
目
標
と
決
意
は
。

町
長  

女
性
進
出
は
数
値
的
に

は
寂
し
い
現
状
で
あ
る
。
女
性

活
躍
と
か
男
女
共
同
参
画
な
ど

の
言
葉
が
使
わ
れ
な
く
な
る
こ

と
が
当
た
り
前
で
あ
る
社
会
、

多
様
性
や
価
値
観
を
重
ん
じ
た

町
政
を
展
開
し
て
い
く
。
今
任

期
中
２
年
で
、
到
達
す
る
の
は

極
め
て
難
し
い
大
き
な
問
題
。

「
日
本
一
り
ん
ご
の
町
」
を
位

置
づ
け
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な

る
町
」
を
言
い
続
け
て
い
く
。

女性活躍推進社会の確立を
多様性、価値観を重んじた			
� 町政を展開

中島 和子議員

町
長

▲�3世代で考える男女共同参画社会

▲�日本一のりんごの町へ・日本一女性が住みたくなる町へ
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町
づ
く
り
に
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を

瀧
野  

国
土
審
議
会
の
資
料
で

は
「
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
が
地
方
に
根
強
く
存
在
」

「
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
地

域
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
発
展
は
望
め

な
い
」
と
の
こ
と
。
町
づ
く
り

へ
の
考
え
は
。

教
育
長  

一
番
遅
れ
て
い
る
の

が
家
庭
。
夫
婦
の
家
事
分
担
は

８
割
が
妻
。
一
番
進
ん
で
い
る

の
は
学
校
。
地
域
社
会
や
職
場

へ
も
、
教
育
の
力
で
積
極
的
に

啓
発
し
た
い
。

目
的
に
合
わ
せ
た		

�

効
果
的
な
広
報
を

瀧
野  

広
く
知
ら
せ
る
広
報
と
、

行
動
変
容
を
促
す
広
報
の
切
り

分
け
を
。
対
象
者
を
明
確
に
し

た
発
信
、
ま
た
人
生
の
各
段
階

に
お
い
て
問
題
意
識
も
異
な
り
、

情
報
を
取
得
す
る
力
も
変
化
す

る
。
効
果
的
な
広
報
を
。

教
育
長  

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
。

瀧
野  

「
ｉ
な
び 

い
い
づ
な
」

は
申
請
機
能
・
質
問

機
能
等
、
利
便
性
が

高
く
、
若
年
層
へ
の

広
報
に
も
有
効
。
登

録
増
を
。
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
※
も
見

る
人
の
属
性
に
合
わ

せ
た
情
報
選
別
を
。

企
画
課
長  

必
要
な

情
報
発
信
に
取
り
組

む
。

（
※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
…
電
子
看
板
。

役
場
、
飯
綱
病
院
、

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
、
メ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
、

牟
礼
駅
に
設
置
済
）

実
効
性
の
あ
る	

セ
ミ
ナ
ー
計
画
を

瀧
野  

ア
イ
ワ
ー
ク
の
Ｒ

Ｐ
Ａ
※
講
座
は
３
年
間

で
セ
ミ
ナ
ー
や
実
証
実

験
（
総
額
５
０
０
万
円
）

が
行
わ
れ
た
が
、
現
状

は
。
音
声
起
こ
し
講
座

（
２
年
間
で
約
48
万
円
）

は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
自

立
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
の

費
用
対
効
果
は
。

教
育
長  

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
在
宅

で
高
収
入
を
望
め
る
と
い
う
こ

と
で
挑
戦
し
た
が
、
難
し
く
、

見
直
す
。

瀧
野  

町
内
外
の
事
業
者
と
連

携
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
結
び
つ
け
る
サ
イ
ク
ル
等
、

実
効
性
の
あ
る
取
組
が
重
要
。

教
育
長　
音
声
起
こ
し
は
、
関

係
部
局
を
含
め
、
区
や
組
、
各

種
団
体
等
、
地
域
の
支
え
の
中

で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
一
例
。

（
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
業
務
自
動
化
の
取
組
）

効
果
的
な
条
例
制
定
を

瀧
野  

男
女
共
同
参
画
は
、
政

策
目
標
、
達
成
目
標
を
定
め
て

条
例
化
し
、
予
算
確
保
、
継
続

実
行
の
た
め
の
定
期
チ
ェ
ッ
ク
、

内
部
や
外
部
の
評
価
を
入
れ
な

が
ら
、
推
進
し
て
い
く
意
味
で

も
効
果
的
で
は
。
改
め
て
町
長

の
考
え
を
。

町
長  

必
要
性
は
非
常
に
わ
か

る
が
、
併
せ
て
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
識
変
革
の
普
及
と
条
例
を

同
時
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の

�

進
捗
は

瀧
野  

検
討
委
員
会
の
協
議
内

容
は
。

教
育
次
長  

各
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
団
体
や
、
部
活
動
指
導
教
諭
、

外
部
指
導
者
に
聴
き
取
り
調
査

を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

準
備
中
。
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
近
々
発
送
予
定
。

男女共同参画社会

達成目標を定めた条例制定を
住民の意識変革と同時に進めたい

瀧野 良枝議員

町
長

▲�アイワークでの講座をキッカケに結成したグルー
プの活動（町民講座でのリアルタイム字幕）

▲�町内外から多くの参加者が集まり関心の高さを見せた	
女性活躍シンポジウム（講師：上智大学　三浦まり教授）
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≪2023統一地方選では、無投票当選の増加傾向止まらず≫
	 町村議員選挙は373選挙のうち無投票が123町村（1250人、比率は過去最高の約30%）
	 町村議選の投票率は55.49％（前回比4.2ポイント減）
◎「脱・無投票」に動く地方議会

	 ～長野県内では、以下の取組が紹介された～
		  ●議会の運用の見直し（夜間・休日議会の開催／喬木村議会）
		  ●子育て世代の議員報酬を増額する試み（生坂村議会・中川村議会）
		  ●議会モニター制度の活用（飯綱町議会・高山村議会）
		  ●事前の進退表明（喬木村議会・木祖村議会・大桑村議会）

　第2部では、国や県の少子化対策についての説明があり、
新たな対策として、予期せぬ妊娠への全面的支援、里親制
度の拡充、東京の一極集中是正、地方の少子化対策の底上
げ、性別役割分担意識改革などが提言された。

町村議会議員研修会
7月14日  松本市キッセイ文化ホール

第１部　「議員のなり手不足と住民参加」
� 講師：人

ひ と

羅
ら

 格
ただし

 氏
� （毎日新聞　論説委員）

第 2 部　「これからの少子化対策」
� 講師：大沼 みずほ 氏
�（大正大学　社会共生学部 准教授）

　人羅氏からは、「なり手問題」の対策として各議会の取組紹介のほか、女性の参入が決定的な要素
になるとの提言があった。今統一選では、市議選で女性当選者が初めて20%を超し、町村議選では
15.4%となり、女性の参加が進めば地方議会の「なり手」問題の構図は一転する可能性がある。その
ためには、出産、育児と議員活動を両立できる環境整備、議員間や有権者からのセクハラ・パワハラ
対策等が重要であるとのことであった。
　なり手不足の対策として、様々な角度からのアプローチの必要性を感じ、今後の参考としたい。

①北海道栗山町議会
　「議員の学校」現職議員が選挙の仕組み
や選挙運動について講義を行う。町内外か
ら20人が参加。受講生3人が出馬、当選。

③北海道浦幌町議会
　20代から30代の女性3人を含む新人4人が当
選。過去の定員割れをきっかけとして、なり手
不足対策を議会の最優先課題に。報酬のあり方
を見直す(※)と同時に住民と気軽に対話する活
動を積極的に展開。19年選挙から「脱無投票」
を実現。今年4月の選挙では移住者2名を含む３
名の女性議員が新たに誕生した。

（※浦幌町では、町長の給料をベースに、議員
の活動日数から算出する「浦幌方式」で報酬を
決定。月額17万5000円から23万1000円に増額
した）

②山形県庄内町議会
　18年改選で欠員を経験したことから検討
会議を設け、住民も参加して定数や報酬見
直しを議論。「女性模擬議会」を実施。昨
年６月の選挙では、定員を6人超す20人が
出馬（3人の女性新人候補はいずれも模擬
議会経験者）
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　8月5日、町民会館において「今、この国で起こっていること、いま地域住民がすべきこと」と題し、
青木 理氏（ジャーナリスト、ノンフィクション作家）を講師に、畑谷文代氏（作家、信濃毎日新聞論説
委員）との対談形式での講演が開催された。
　「みんなで学び　みんなで行動する町」をスローガンに、2015年8月に議会と町との共催で初開催され
た町民講座も本年で9回目を迎えた。

2023年度 飯綱町民講座

福祉文教常任委員会
【飯綱町社会福祉協議会との懇談会】

9月12日、飯綱町社会福祉協議会との懇談会
を行った。社協の現状について、事業報告
や事業計画等の説明を受け、
　①慢性的な介護人材の不足
　②�新型コロナウイルスの感染防止対策へ

の経費負担
　③�最低賃金の改定や物価高騰を受けた財

政問題
　など、様々な課題について、質疑ならび
に意見交換をした。

視察

飯綱町議会議長　渡邉 千賀雄
　昨年に引き続き開催された町民講座。会場の町民会
館ホールいっぱいの参加者の下で開かれました。
　青木氏は「社会保障などへの将来不安を国民が抱い
ており、消費の抑制や少子化が進んでいる。世襲政治
が続いて政治が機能不全を起こしている」など予定時
間をオーバーするほどの対談式の講座でした。
　会場からは多数の感想や意見がメモで寄せられました。
◆政治への不満をつぶやくだけでは現状を変えられな
いことはわかっていますが日常生活で何をどう変えて
いけばいいのか。◆ロシア・ウクライナの見通しは。
◆高齢者はどのように生きたらよろしいか。◆自分が
やることを考えてみた。◆選挙に行っても結果は変わ
らない。投票以外に政治を変えるためにできることは
何でしょうか。◆女性が活躍する社会でまず何をする
べきですか。◆いつもサンデーモーニングを拝見して
います。コメントは鋭くわかりやすく大変共感できま
す。（一部）などでした。
　これからも、学ぶ議会として町民講座を開催してい
きます。
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町
民
講
座
・
視
察



モニターアンケートにお答えします
 議会だより第71号（6月定例会） 

  ・「いいづなトレイルラン」があったこと知りませんでした。これから「ワールドカップノ
ルディックウォーキングハーフマラソン大会」が９月に行われるとのこと、国内外からの
参加者が集まり大きな大会になるでしょう。飯綱町の宣伝も含め大会を盛り上げてもらい
たいと思います。

  ・ウェルビーイング（Beyond GDP）、個々に目指すものに違いはあると思いますが、大い
に議論し町としての方向性を掲げてください。						    
記事に最新政治英語のカタカナがよく出てきますが（今回はwellbeing）意味の本質がわ
かりづらいと思います。できるだけ、最新外来語を使わずに、美しい日本語での構成がい
いと思います。

  ・９月24日に「ワールドカップノルディックウォー
キングハーフマラソン大会」が開催されました。
今回、エントリーした234名のうち、香港・フラ
ンスなど海外からの参加者もありました。残念な
がら町内からの参加者は少数でありましたが、ボ
ランティアの方々や、北部高校の生徒さん達のお
手伝いもあり盛り上がった大会でありました。ま
た、「みつどん」出演やグッズの販売、町特産の
りんごのふるまい等もありました。

  ・つい最近の民間会社の発表によると、「長野県版 街の幸福度ランキング」で飯綱町は原村、
飯島町に次いで第３位で、「住み続けたい街」では、小布施町に次いで第２位でした。行
政、住民が共動して１位を目指して頑張りましょう。					   
カタカナ表記についてですが、質問者、編集委員も日本語をなるべく使う努力をしていま
すが、和訳が特にないものについては、どうしてもカタカナになってしまいますので、注
釈をつけている次第です。ご理解をお願いします。

第 72 号（20）
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  ・集落組織健全化についてですが、町内のどの組や区でも役員の改選時には大変ご苦労され
ているようです。ますます高齢化している中で役員の負担も大きくなり集落組織の運営も
大変になってきています。各地区での検討とともに、町としても良い方向性を示していた
だきたいと思います。

  ・春から夏にかけて道路沿いの草が道幅を狭くしていますが…草刈り等、どこに要望したら
いいのでしょうか。各地区から議員の方が選ばれていますが、気にならないのでしょうか。
児童の通学にも支障をきたしているような気がします。

  ・町民講座はよい企画だと思います。2023年度も知識欲をみたすことができました。もっ
と若い人たちにも聴講してもらえるようになればいいなあと思います。是非続けてくださ
い。

  ・人口減少は役員のなり手不足など地域に様々な課題が生じています。集落機能の維持や地
域を活性化していくことは、町にとって非常に重要なテーマであると考えています。	
町は、町民の皆さんとしっかり話し合いながら、誰もが住みやすく、持続可能な地域づく
りを検討していきます。� （回答　総務課）

  ・春先の除雪作業による道路の穴、春夏の草、支障木等については、議員としても町の建設
水道課の道路維持の係に繋いだりしています。まち通報アプリ「ｉなびレポート」で写真
等を添えて担当課に通報することもできます。ただし、県道については県の受け持ちにな
りますので、役場から県にお伝えしていただくようになります。

  ・今回、コロナ前に予定していた講演者の青木理さんに改めて依頼し実現したものでした。
内容は、時事ネタや憲政史に関するものの発言が多かったです。歴史を紐解いて意見を述
べられる姿に敬服しました。若い人の聴講者が増えることは大切なことですので、今後の
企画に反映していけるように検討してまいります。� （参考記事19ページ）
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第５代  飯綱町議会  視察受け入れ状況
　コロナ禍で最多期と比べ、減りはしましたが再開して視察の受け入れをしてまいりました。以下ここ２
年間に訪れた議会の一覧です。

　飯綱町議会は平成19年から「議会改革」を進めてきました。
平成24年には議会基本条例を制定・指針とし、町行政の持続的
発展と住民福祉向上を目指しています。
　なかでも住民に開かれた議会、住民の声を行政に反映する具体
化策で「議会広報モニター」を創設し、住民の意見等を議会報
編集に活かしたり議会活動に反映させること、また「政策サポー
ト制度」を創設し町民参加の下で政策提言活動に取り組むことな
どに関心をもたれ、「議会誌」等で評価され、先進地として視察・
研修先に選ばれたようです。これからも我々自身の議員力を高め
議会力を発揮していくよう、努めてまいります。

受入日 議会名等 人数 研修内容
令和３年７月27日 長野県飯山市議会 ５ 議会改革の取組

令和４年10月19日 北海道羊蹄山麓町村議会
正副議長会 27 議会改革の取組

政策サポーター制度
令和４年10月21日 栃木県野木町議会 ７ 政策サポーター制度
令和４年10月24日 栃木県下野市議会 ９ 議会改革の取組
令和４年11月10日 群馬県長野原町議会 12 議会改革の取組
令和４年11月16日 長野県阿智村議会 14 議会改革の取組
令和４年11月18日 石川県内灘町議会 ７ 議会改革の取組
令和５年１月11日 岩手県北上市議会 ６ 政策サポーター制度
令和５年５月10日 富山県南砺市議会 ９ 政策サポーター制度
令和５年７月20日 山梨県甲州市議会 ９ 議会だよりモニター制度
令和５年７月21日 宮城県登米市議会 10 議会だよりモニター制度

令和５年８月２日 京都府精華町議会 10 政策サポーター制度
議会だよりモニター制度

令和５年８月４日 三重県町村議会議長会 15 議会改革の取組

令和５年８月21日 茨城県土浦市議会 ９ 政策サポーター制度
議会だよりモニター制度

令和５年９月29日 石川県津幡町議会 17 議会改革の取組
議員なり手不足について

令和５年10月４日 福島県只見町議会 6 議会改革の取組
令和５年10月５日 熊本県御船町議会 17 政策サポーター制度

令和５年10月11日 石川県能登町議会 15 議会改革の取組
議員なり手不足について

令和５年10月17日 新潟県弥彦村議会 11 政策サポーター制度
議会だよりモニター制度

令和５年10月20日 長野県信濃町議会 5 議会だよりモニター制度

視察の様子  R.4.10.21  栃木県野木町
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新しい町づくりへ  私の提案
第32回

飯
綱
町
に
移
住
し
て
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
り
ま
す
。

都
会
で
は
感
じ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
四
季
を
存
分

に
味
わ
い
、
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
リ
ン

ゴ
の
品
種
の
多
さ
と
そ
の
美
味
し
さ
に
驚
き
な
が
ら
、

日
々
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
同
時
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て「
集

落
創
生
事
業
」
の
推
進
に
携
わ
り
も
う
す
ぐ
１
年
に

な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
日
々
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
ん
な
な
か

で
感
じ
る
の
は
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
集
落
機
能
の
維
持
を
図
ろ
う
と
実
施

さ
れ
て
い
る
集
落
創
生
事
業
で
す
が
、
新
た
に
始
め

よ
う
と
す
る
と
、
や
は
り
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
が「
人

手
不
足
」
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
人
手
不
足
の
問
題
に
拍
車
を
か
け
、
集
落
の

負
担
を
増
や
す
だ
け
の
事
業
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
の
提
案
は
、
お
隣
同
士
な
ど
複
数
の
集
落

で
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
複
数
の
集
落
が
一

緒
に
な
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
将
来
を
見
据
え
て
、
少
し
で
も

集
落
同
士
の
横
の
繋
が
り
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が

後
々
、
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

私
が
飯
綱
町
に
き
て
12
年
。
初
め
は
電
車

の
本
数
が
少
な
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
快
適
に
暮
ら
し
、
民
生
委
員
と

し
て
、
少
し
地
域
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
か
ら
の
提
案
で

す
。

１
、
地
域
の
繋
が
り
を
大
事
に
。

信
頼
を
失
う
の
は
一
瞬
で
す
が
、
つ
く
る

に
は
何
年
も
か
か
り
ま
す
。
今
あ
る
良
き
関

係
、
大
事
で
す
。

２
、一
人
で
頑
張
り
す
ぎ
な
い
。

誰
か
に
相
談
す
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
相
談
す
る
こ
と

で
何
か
道
が
開
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
、
住
民
の
信
頼
に
足
る
行
政
。

自
分
で
頑
張
る
、
自
分
達
で
も
支
え
合
う
。

そ
ん
な
町
民
に
応
え
ら
れ
て
い
る
行
政
か
、

い
つ
も
確
認
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

地域の繋がりが
大切

北尾 優子 さん
（普光寺）

集落の横の繋がり
をつくる

三原 彩音 さん
（地域おこし協力隊）

議員定数、報酬
私の提言

宮本 隆之 さん
（倉井）

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
飯
綱
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。

今
全
国
的
に
少
子
化
、
高
齢
化
な
ど
と
共

に
市
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
、
無
投

票
選
挙
の
慣
例
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
無
謀
な
提
言
を
申
し
上
げ
ま

す
。

①
議
員
定
数
を
現
在
の
半
数
に
削
減
し
ま
す
。

②
議
員
報
酬
を
現
在
の
倍
額

　
（
月
額
約
35
万
円
）に
増
額
し
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
人
の
立
候

補
が
増
え
て
無
投
票
選
挙
は
無
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
各
議
員
は
一
人
当
た
り
の
仕
事（
委

員
会
な
ど
）も
倍
増
し
ま
す
の
で
、
議
員
職
以

外
の
仕
事
を
す
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
人
口
が
飯
綱
町
の
約
３
倍
の

奈
良
県
五
條
市
は
平
成
25
年
か
ら
議
員
定
数

を
12
名
に
変
更
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
？
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議
員
さ
ん
が
提
案
し
た
も
の
は

実
現
し
た
の
か
、
ど
う
な
の
か

が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
っ
た
も
の
の
成
果
発
表
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松橋 湧太郎さん
（普光寺）

　
１
年
間
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ

と
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

他
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
も
、
町

の
事
を
考
え
た
く
さ
ん
の
意
見

を
提
案
し
て
い
て
と
て
も
良
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
意
見
や
提
案
に
対

し
て
、
何
か
変
わ
っ
た
の
か
、

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 12月定例会予定
11月29日～12月14日（16日間）
一般質問
12月1日（金）・12月4日（月）
常任委員会
12月5日（火）・12月6日（水）

編集委員
　　発　行　人　　渡邉	千賀雄
　　委　員　長　　石川	 信雄
　　副 委 員 長　　中井	 寿一
　　委　　　員　　小林	 文廣
　　委　　　員　　瀧野	 良枝
　　委　　　員　　青山	 弘
　　委　　　員　　中島	 和子

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館

令
和
５
年
度
特
別
展　

飯
綱
町
と
食
べ
ご
と
文
化

72
号
表
紙
説
明

　
東
黒
川
の
保
存
会
に
よ
る
獅

子
舞
が
、
初
め
て
若
者
向
け
住

宅
地
で
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

東
黒
川
区
か
ら
移
住
者
へ
の
歓

迎
の
贈
り
物
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
た
め
、
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
雨
予
報
を
吹
き

飛
ば
し
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
前
半
頃
の
一
般
家
庭
の
日
常
の
食
事
に
光
を
当
て
た
。

そ
こ
に
は
、
土
地
の
風
土
を
生
か
す
知
恵
と
自
然
の
命
を
い
た
だ
く

喜
び
や
安
心
が
淀
っ
て
い
る
。

　
町
は
米
と
果
実
・
野
菜
栽
培
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
、
農
業
中
心
の

暮
ら
し
と
共
に
食
べ
ご
と
文
化
は
姿
を
変
え
つ
つ
時
代
を
超
え
て
生

き
て
い
る
。（
特
別
展
図
録
よ
り
）

２
階
展
示
会
場
よ
り

写
真
上
【
本
物
そ
っ
く
り
、
年
越
し
料
理
の
食
品
サ
ン
プ
ル
】

　

祖
の
霊
が
年
神
様
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
一
緒
に
年
を
越
す
。

一
年
で
一
番
の
御
馳
走
。
中
央
の
赤
身
の
塩
鮭
が
主
役
。

写
真
下
【
３
か
月
か
け
て
作
成
し
た
せ
ん
ぜ
畑
の
ジ
オ
ラ
マ
】

　
季
節
の
巡
り
と
と
も
に
様
々
な
野
菜
が
入
れ
替
わ
る
庭
続
き
の
畑
、

せ
ん
ぜ
畑
は
日
々
の
台
所
の
延
長
で
あ
っ
た
。

子供たちも集まってお祝い

編
集
後
記

　

第
５
代
飯
綱
町
議
会
の
前
期
の
編
集

委
員
会
も
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
し

た
。
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
も
、

毎
号
ご
と
に
感
想
や
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
信
）

11
月
26
日
ま
で

第 72 号（24）


